
マンガでふるさとの偉人を学び、子どもたちのふるさとへの愛着や誇りを育もうと、『ふるさとゆかりの偉人マンガ

「井戸泰」製作こども検討会』を行っています。取り上げるのは奈義町出身で、明治から大正時代に活躍した医師

井戸 泰(ゆたか)氏です。検討会は小中学生6名にも参加してもらい、

来年3月のマンガ完成を目指して、シナリオ、資料収集、進行管理、

校正等を進めています。

6月15日から始まった検討会ではワークショップを行い、井戸氏を

はじめ、登場人物の人物像について自由に考えています。子どもたち

の豊かな発想で、現代に置き換えた登場人物にどんどん息が吹き込

まれていきます。これらのキャラクター設定を活かし、誰もが偉人への

敬意と親しみが持てるようなマンガ製作に努めていきます。
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奈義町におけるさまざまな教育の取り組みを紹介します

発行：奈義町教育委員会学事課

―夢に向かって自ら学び

ともに高めあう「なぎっ子」―

●問い合わせ先

6月20日、バルセロナ五輪女子200ｍ平泳ぎ金メダリストの岩崎恭子さんを講師にお招きし、水泳教室と講演会を

開催しました。水泳教室では小学5.6年生と中学3年生を対象に、けのびの姿勢やバタ足などの基礎を指導していただ

きました。最後に選抜メンバーの50ｍリレーで岩崎さんに挑み、見事6年生チームが勝利しました。

また、「泳縁（えいえん）～金メダル獲得後の挫折と学び～」と

題した講演会では、泳ぐことを通して岩崎さんが得た人と人との

縁について、14歳で一躍有名となったことで味わった、当時の岩崎さんにしかわからない

苦悩について、子どもたちにわかりやすく飾らない言葉で語ってくださいました。最後には

金メダルもご披露いただき、子どもたちの記憶に残る刺激的な1日となりました。

他人と比べない！何を言われても

気にしないこと。苦しい時は周りの人

を頼って一人で抱えないで！

水泳の基本はけのび。

まっすぐ伸ばすことが大事！

奈義の偉人 井戸泰（ゆたか）さんマンガ化決定

「岩崎恭子さん」水泳教室 ご指導ありがとうございました！
★バルセロナ五輪金メダリスト★



幼小中では、気温や湿度が高くなるこの時期には、

熱中症対策を優先し、登下校や体育の授業、部活動

などではマスクを外すように指導

しています。

そのほかの教育活動では、これ

までと同様に基本的な感染対策を

行います。

紙面で伝えきれない教育委員会の取り組みを投稿しています！👉

●問い合わせ先 奈義町教育委員会学事課（文化センター内）

Tel：0868-36-4195 / E-mail：kyouiku@town.nagi.lg.jp

「奈義町教育委員会」更新中！ 

6月9日、滝川つくし幼稚園の園児が名義川で川遊びをし

ました。ざるやバケツを使って虫を探したり、ペットボトルに捕

まえたカニを入れたりと、子どもたちは初めて見る生き物や

草花に大はしゃぎ。幼稚園に職場体験に来ていた中学生の

お兄さんお姉さんに手を引いてもらい、冷たい水の中でも元

気いっぱいでした。

周辺を整備し、子どもたちの

安全を確保し行いました。草刈

り等をしてくださった地区の皆

様ありがとうございました。

7月4日、中学校で改築工事の安全祈願祭が行わ

れました。いよいよ新しい校舎ができていきます。生徒

たちが「夢に向かって自ら学びともに高めあう(教育

目標)」場になるよう、教育委員会と学校の連携を強

化し、ソフト面の整備も併せて進めてまいります。

年生を対象に、けのびの姿勢やバタ足などの基礎を指導していただ

歳で一躍有名となったことで味わった、当時の岩崎さんにしかわからない

苦悩について、子どもたちにわかりやすく飾らない言葉で語ってくださいました。最後には

熱中症に気をつけよう！
トイレの洋式化・乾式化の工事が始まっています。小学

校トイレの洋式化率は33.9％で、現代の各家庭の普及

状況やバリアフリーの対応を考慮し実施するものです。

今年度は2.4.6年生が使用するトイレ、来年度は

1.3.5年生分の改修を予定しています。工期は12月ま

での予定ですが、大きな音の出る工事は夏休み中に行

います。

また、工事中は児童の皆さんは使用

できるトイレが減りますが、お互いに

ゆずり合って気持ちよく使いましょう。

学校版スクリーニングについて

スクリーニングって？

すべての児童・生徒を対象として、

問題の未然防止のために、データ

に基づいて、潜在的に支援の必要

な児童・生徒や家庭を適切な支援

につなぐための迅速な識別です。

◀小学校スクリーニング会議の様子

小中学校では、近年の長期欠席や別室登校など個別事案に対

応していく中で、まち全体で総合的な支援を実施するため、大阪公

立大学 山野研究室にご教授いただき、全ての児童・生徒の課題

の有無や現況等について記載する「スクリーニングシート」を作成

しています。そのシートをもとに学期ごとに校内会議を開き、児童生

徒の情報共有、必要な支援を実施していきます。

シート作成時から会議まで、小中教職員だけでなく、幼稚

園教諭、町保健師、スクールソーシャルワーカー等も参加する

ことにより、幼少時期の様子や家庭での生活なども把握し、

一人ひとりの子どもの課題の早期発見につなげます。


